
富山県神社庁報かわら版富山県神社庁報かわら版富山県神社庁報かわら版富山県神社庁報かわら版                       第第第第２３号２３号２３号２３号                                                                                平成２３年５月３０日平成２３年５月３０日平成２３年５月３０日平成２３年５月３０日    

 

富山県富山県富山県富山県    

神社庁神社庁神社庁神社庁報報報報    

平

成

二

十

三

年

五

月

三

十

日

発

行

 

発

行

所

 

富

山

県

神

社

庁

 

編

 

集

 

教

化

委

員

会

広

報

部

会

 

神

道

政

治

連

盟

富

山

県

本

部

神

道

政

治

連

盟

富

山

県

本

部

神

道

政

治

連

盟

富

山

県

本

部

神

道

政

治

連

盟

富

山

県

本

部    

主

催

主

催

主

催

主

催    

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

シ
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ウ
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レ
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神

政

連

富

山

県

本

部

で

は

二

月

十

九

日

富

山

市

牛

島

町

タ

ワ

ー

１

１

１

に

お

い

て

安

倍

晋

三

元

内

閣

総

理

大

臣

と

長

勢

甚

遠

元

法

務

大

臣

、

福

井

一

区

選

出

の

稲

田

朋

美

衆

議

院

議

員

の

三

氏

に

よ

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

「

戦

後

レ

ジ

ー

ム

か

ら

の

脱

却

」

を

テ

ー

マ

と

し

て

開

催

致

し

ま

し

た

。

 

最

初

の

安

倍

氏

の

基

調

講

演

で

は

、

い

ま

の

日

本

国

憲

法

は

主

権

な

き

占

領

下

で

公

布

さ

れ

た

も

の

で

、

憲

法

の

前

文

の

内

容

に

つ

い

て

「

平

和

を

愛

す

る

諸

国

民

の

公

正

と

信

義

に

信

 
 
 
 
 
 
 

頼

し

て

、

わ

れ

ら

の

安

全

と

生

存

を

保

持

し

 

      

    

 

よ

う

と

決

意

し

た

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

普

通

の

国

の

憲

法

で

あ

れ

ば

、
「

我

が

国

の

領

土

・

領

海

、

国

民

の

安

全

を

な

ん

と

し

て

も

守

る

」

と

い

っ

た

決

意

が

書

か

れ

て

い

る

が

、

現

憲

法

で

は

、

自

国

と

自

国

民

の

安

全

と

生

存

を

近

隣

諸

国

の

意

の

ま

ま

に

委

ね

、

他

国

が

思

う

よ

う

に

 

振

舞

っ

て

、

ほ

め

て

も

ら

お

う

と

す

る

日

本

…

ま

さ

に

“

敗

戦

国

の

詫

び

証

文

”

の

よ

う

な

憲

法

が

今

の

日

本

国

憲

法

で

あ

る

。

ま

た

戦

後

、

日

本

人

の

基

準

が

損

得

に

お

か

れ

た

た

め

に

家

族

の

絆

が

薄

れ

国

の

根

幹

で

あ

る

家

庭

や

家

族

も

崩

壊

し

て

ゆ

く

と

の

懸

念

、

そ

し

て

敗

戦

翌

年

の

昭

和

天

皇

の

御

製

 

ふ

り

つ

も

る

ふ

り

つ

も

る

ふ

り

つ

も

る

ふ

り

つ

も

る    

みみみみ

雪雪雪雪

に

た

へ

て

に

た

へ

て

に

た

へ

て

に

た

へ

て    
    

い

ろ

か

へ

ぬ

い

ろ

か

へ

ぬ

い

ろ

か

へ

ぬ

い

ろ

か

へ

ぬ    

松松松松

ぞ

を

を

ぞ

を

を

ぞ

を

を

ぞ

を

を

し

き

し

き

し

き

し

き    
    

人人人人

もももも

か

く

あ

れ

か

く

あ

れ

か

く

あ

れ

か

く

あ

れ 

を

引

用

さ

れ

、

私

た

ち

は

真

の

意

味

で

の

独

立

の

精

神

と

誇

り

を

手

に

す

る

為

に

現

憲

法

を

改

正

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

主

張

。

最

後

に

、

 

後

の

ハ

ワ

イ

州

知

事

を

感

動

さ

せ

た

敗

戦

国

日

本

の

少

年

の

話

は

と

て

も

印

象

的

で

あ

っ

た

。

 

 

長

勢

氏

は

、

現

憲

法

の

第

三

章

「

国

民

の

権

利

及

び

義

務

」

で

の

基

本

的

人

権

の

尊

重

を

理

 

由

に

し

て

、

子

供

手

当

、

扶

養

控

除

の

廃

止

や

夫

婦

別

姓

法

案

な

ど

異

常

な

ま

で

の

「

個

人

優

先

主

義

」

の

考

え

方

が

日

本

の

社

会

を

バ

ラ

バ

ラ

に

し

て

、

日

本

を

国

と

し

て

統

率

が

と

れ

な

い

よ

う

に

し

よ

う

と

し

て

い

る

左

翼

勢

力

を

批

判

。

ま

た

、

「

経

済

最

優

先

主

義

」

に

よ

っ

て

自

分

の

会

社

さ

え

儲

か

れ

ば

い

い

と

い

う

社

会

が

続

い

て

お

り

、

そ

の

た

め

に

日

本

の

国

が

ど

う

な

っ

て

も

い

い

と

い

う

考

え

方

で

あ

る

。

昨

年

の

尖

閣

沖

の

中

国

漁

船

体

当

た

り

事

件

で

船

長

を

「

釈

放

し

て

良

か

っ

た

」

と

一

番

最

初

に

表

明

し

た

の

は

日

本

経

団

連

の

会

長

だ

っ

た

こ

と

か

ら

も

わ

か

る

よ

う

に

、

こ

う

し

た

日

本

の

経

済

人

の

「

経

済

さ

え

良

く

な

れ

ば

い

い

の

だ

」

と

い

う

考

え

方

が

、

戦

後

レ

ジ

ー

ム

の

ひ

と

つ

の

基

本

に

な

っ

て

お

り

「

個

人

優

先

主

義

」

「

経

済

最

優

先

主

義

」

の

二

つ

が

合

体

し

た

も

の

が

現

在

、

民

主

党

が

掲

げ

る

 

“

社

会

保

障

の

充

実

”

と

主

張

。

 

稲

田

氏

は

、

日

本

の

大

学

生

に

憲

法

前

文

内

容

を

講

演

し

て

お

り

「

日

本

は

諸

外

国

の

公

正

と

信

義

を

信

頼

し

て

、

自

分

の

国

を

自

分

で

は

守

ら

な

い

」

と

説

明

し

、

で

は

中

国

、

ロ

シ

ア

、

北

朝

鮮

が

、

信

義

と

公

正

の

国

で

す

か

？

日

本

と

日

本

国

民

の

安

全

を

任

せ

て

い

い

の

で

す

か

？

と

尋

ね

る

と

一

様

に

学

生

た

ち

は

驚

い

て

い

る

。

ま

た

、

民

主

党

は

外

交

戦

略

が

な

く

言

葉

ば

か

り

が

踊

っ

て

い

る

と

批

判

し

た

。
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平

成

二

十

二

年

九

月

二

十

四

日

（

金

）

神

社

庁

に

お

い

て

、

県

内

神

社

に

お

け

る

祭

祀

舞

の

普

及

並

び

に

振

興

に

資

す

る

こ

と

を

目

的

に

「

朝

日

舞

」

研

修

会

を

開

催

し

た

。

諏

訪

神

社

宮

司

武

田

講

師

の

ご

指

導

の

も

と

、

十

三

名

が

参

加

し

、

慣

れ

な

い

動

作

に

苦

労

し

つ

つ

も

真

剣

に

受

講

し

、

研

修

の

最

後

に

は

神

社

庁

神

殿

に

て

奉

納

。

こ

の

研

修

の

後

、

引

き

続

き

十

一

月

末

ま

で

計

六

回

の

温

習

を

日

枝

神

社

・

射

水

神

社

に

て

開

催

し

た

。

 

平

成

二

十

三

年

三

月

七

日

（

月

）

研

修

所

主

催

「

第

六

回

教

養

研

修

会

」

を

、

高

岡

市

万

葉

歴

史

館

に

て

｢

越

中

国

と

万

葉

集

｣

を

テ

ー

マ

に

同

施

設

・

総

括

研

究

員

の

新

谷

秀

夫

先

生

を

講

師

に

お

招

き

し

開

催

。

高

岡

市

の

豊

か

な

歴

史

的

文

化

遺

産

で

あ

る

万

葉

集

に

思

い

を

深

く

し

、

越

中

万

葉

の

世

界

に

親

し

み

、

楽

し

く

わ

か

り

や

す

く

学

ん

だ

。
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に
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犠
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犠

牲

犠

牲

に
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々

方

々
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々
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心

衷

心

衷

心
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心
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悼
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悼

哀
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意意意意
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表表表表
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す
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被

災
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災

地
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災

地

のののの

一

日

一

日
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日

一

日
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いいいい

復

興

復

興

復

興

復

興

を

ご

を

ご

を

ご

を

ご

祈

念

申

祈

念

申

祈

念

申

祈

念

申

しししし

上上上上

げ

ま

す

げ

ま

す

げ

ま

す

げ

ま

す
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第

十

回

目

の

節

目

を

迎

え

た

、

「

親

子

で

行

く

伊

勢

神

宮

参

宮

旅

行

」

を

去

る

、

三

月

二

十

六

日

・

二

十

七

日

一

泊

二

日

の

日

程

に

て

四

十

三

名

と

教

化

委

員

等

三

名

が

参

加

し

て

実

施

い

た

し

ま

し

た

。

 

実

施

に

当

た

っ

て

は

、

ご

承

知

の

通

り

三

月

十

一

日

に

起

き

ま

し

た

東

日

本

大

震

災

の

す

ぐ

後

と

い

う

こ

と

も

あ

っ

て

、

当

初

の

参

加

人

員

よ

り

少

し

減

り

ま

し

た

が

、

一

日

も

早

い

震

災

復

興

も

み

ん

な

で

祈

り

も

込

め

て

参

拝

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

第

一

日

目

、

バ

ス

は

伏

木

駅

前

か

ら

と

朝

日

Ｉ

Ｃ

か

ら

二

台

で

県

内

を

進

み

城

端

Ｐ

Ａ

で

合

流

し

て

、

こ

こ

か

ら

は

一

台

に

乗

り

合

わ

せ

て

一

路

伊

勢

へ

向

か

い

ま

し

た

。

神

宮

外

宮

か

ら

神

社

本

庁

の

菅

野

さ

ん

に

同

行

し

て

い

た

だ

き

御

垣

内

参

拝

、

次

に

内

宮

で

は

神

宮

広

報

課

の

廣

津

さ

ん

に

同

行

い

た

だ

き

、

始

に

参

集

殿

二

階

で

雅

楽

体

験

を

 

致

し

ま

し

た

。

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神

宮

楽

師

の

方

か

ら

楽

器

に

つ

い

て

説

明

を

い

た

だ

き

、

子

供

た

ち

も

笛

を

吹

い

た

り

、

打

楽

器

を

打

っ

た

り

し

て

楽

器

に

親

し

み

ま

し

た

。

次

に

神

楽

殿

に

て

お

神

楽

を

奉

納

し

て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

こ

の

間

子

供

た

ち

も

最

後

ま

で

正

座

を

崩

す

こ

と

な

く

神

楽

舞

を

静

か

に

見

入

っ

て

い

ま

し

た

。

次

に

内

宮

御

垣

内

参

拝

も

と

ど

こ

り

な

く

終

了

し

、

要

所

で

わ

か

り

や

す

い

説

明

も

い

た

だ

き

神

宮

で

の

日

程

も

予

定

通

り

終

え

ま

し

た

。

夕

食

で

は

松

坂

で

の

焼

肉

バ

イ

キ

ン

グ

を

お

な

か

一

杯

食

べ

て

、

予

定

よ

り

少

し

遅

く

な

り

ま

し

た

が

宿

泊

先

の

名

古

屋

国

際

ホ

テ

ル

に

着

き

、

無

事

一

日

目

が

終

了

し

ま

し

た

。

 

第

二

日

目

は

皆

が

楽

し

み

に

し

て

い

た

「

名

古

屋

港

水

族

館

」

で

の

散

策

で

す

。

イ

ル

カ

シ

ョ

ウ

や

い

ろ

ん

な

魚

を

見

て

楽

し

い

ひ

と

時

を

過

ご

し

、

夕

刻

に

は

予

定

通

り

無

事

富

山

ま

で

帰

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

 
 
 

教

化

委

員

会

 

副

委

員

長

 

平

尾

晃

 

記

 

第

二

十

七

回

第

二

十

七

回

第

二

十

七

回

第

二

十

七

回    

小

学

生

作

文

小

学

生

作

文

小

学

生

作

文

小

学

生

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

報

告

報

告

報

告

報

告    

 
 

 

第

二

十

七

回

小

学

生

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

は

、

近

年

で

は

最

多

と

な

る

百

八

十

三

作

品

が

県

下

二

十

一

校

よ

り

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

参

加

校

を

市

町

村

別

で

示

す

と

、

入

善

町

一

校

・

黒

部

市

二

校

・

魚

津

市

五

校

・

滑

川

市

一

校

・

上

市

町

二

校

・

立

山

町

一

校

・

富

山

市

一

校

・

射

水

市

二

校

・

高

岡

市

二

校

・

南

砺

市

二

校

・

氷

見

市

一

校

で

し

た

。

 

 
 

例

年

通

り

林

宣

彦

宮

司

さ

ま

・

髙

邑

吉

房

宮

司

さ

ま

に

審

査

を

お

願

い

し

、

特

別

賞

五

作

品

を

は

じ

め

、

金

賞

五

作

品

・

銀

賞

・

銅

賞

各

十

作

品

を

選

出

し

て

頂

き

ま

し

た

。

非

常

に

数

多

く

の

作

品

で

両

先

生

に

は

大

変

ご

苦

労

を

お

か

け

し

た

事

と

存

じ

ま

す

。

こ

こ

に

改

め

て

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

 

 
 
 

表

彰

式

は

、

去

る

三

月

十

三

日

（

日

）

富

山

市

日

枝

神

社

に

て

開

催

、

受

賞

者

・

保

護

者

合

わ

せ

て

六

十

名

近

い

参

加

者

が

あ

り

、

神

社

庁

副

庁

長

平

尾

旨

明

宮

司

さ

ま

、

審

査

員

代

表

髙

邑

吉

房

先

生

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

お

言

葉

を

頂

き

ま

し

た

。

特

別

賞

五

名

は

平

尾

副

庁

長

よ

り

、

金

賞

以

下

は

藤

井

秀

嗣

教

化

委

員

長

よ

り

表

 

彰

状

と

副

賞

を

渡

さ

れ

、

子

供

達

は

み

な

受

賞

の

 

喜

び

に

顔

を

輝

か

せ

て

い

ま

し

た

。

 

 
 
 

応

募

全

作

品

は

一

冊

の

冊

子

に

ま

と

め

、

県

内

 

 

各

社

家

へ

お

送

り

致

し

ま

し

た

の

で

、

ご

一

読

下

 

 

さ

い

。

 

毎

回

後

援

を

頂

い

て

い

る

富

山

新

聞

社

を

は

 

じ

め

、

県

神

社

総

代

会

・

神

社

本

庁

・

伊

勢

神

宮

崇

敬

会

の

ご

厚

情

に

深

謝

致

し

、

簡

単

で

す

が

報

告

に

代

え

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙

倉

政

憲

 

記

 

    

富

山

県

女

子

神

職

会

富

山

県

女

子

神

職

会

富

山

県

女

子

神

職

会

富

山

県

女

子

神

職

会    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

祭

式

研

修

会

祭

式

研

修

会

祭

式

研

修

会

祭

式

研

修

会    

去

る

三

月

二

日

（

水

）

、

富

山

県

神

社

庁

に

お

い

て

河

合

正

登

講

師

を

お

迎

え

し

て

、

富

山

県

女

子

神

職

会

祭

式

研

修

会

を

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

参

加

者

は

五

名

で

、

小

祭

式

を

基

本

に

従

っ

て

研

修

い

た

し

ま

し

た

。

 

 
 

今

回

は

少

人

数

で

し

た

が

、

今

後

も

基

本

か

ら

し

っ

か

り

と

研

修

を

し

て

参

り

ま

す

の

で

、

次

回

は

ぜ

ひ

多

く

の

会

員

に

参

加

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舩

木

泰

子

 

記

 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


